
お 知 ら せnformation

生
活
相
談

身
体
障
害
者
補
装
具
判
定
会

［
肢
体
］
１
月
15
日
㈭

受
付　

13
時
～
14
時

と
こ
ろ　

広
島
県
三
次
庁
舎
第
３
庁
舎
２
階

三
次
市
十
日
市
東
４
‐
６
‐
１

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉
課

障
害
者
福
祉
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

障
害
者
相
談
員
定
期
相
談
会

［
庄
原
地
域
］

○
知
的　

１
月
19
日
㈪

○
身
体　

２
月
９
日
㈪

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

［
比
和
地
域
］

○
身
体
・
知
的　

２
月
３
日
㈫

９
時
30
分
～
12
時

と
こ
ろ　

比
和
自
治
振
興
会
館

※
事
前
予
約
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

定
期
巡
回
児
童
相
談

　

広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

１
月
15
日
㈭
10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
１
週
間
前
ま
で
に
児
童
福
祉
課

あ
ん
し
ん
支
援
係
へ
予
約
を
。

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

●
東
城
地
域

と
き　

１
月
16
日
㈮
10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

東
城
支
所

※
１
週
間
前
ま
で
に
東
城
支
所
市

民
生
活
室
へ
予
約
を
。

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

健
康
相
談

　

広
島
県
北
部
保
健
所
（
三
次
市

十
日
市
東
）
で
実
施
す
る
健
康
相

談
で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

○
心
の
健
康
相
談

　

ス
ト
レ
ス
、
う
つ
病
な
ど
の
心

の
健
康
に
不
安
の
あ
る
方
や
そ
の

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

１
月
20
日
㈫
13
時
～
14
時

○
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

　
検
査
は
無
料
・
匿
名
で
受
け
ら

れ
ま
す
。
結
果
は
そ
の
日
に
お
知

ら
せ
で
き
ま
す
。
相
談
は
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

と
き　

１
月
14
日
㈬

13
時
～
14
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

広
島
県
北
部
保
健
所
保
健
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

　

人
権
相
談

　

各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き　

１
月
20
日
㈫
・２
月
３
日
㈫

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き　

２
月
12
日
㈭

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ　

西
城
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き　

２
月
５
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域

と
き　

２
月
10
日
㈫
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

●
総
領
地
域

と
き　

２
月
４
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

三
次
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
２
５
７
２

行
政
相
談

　

行
政
相
談
委
員
が
国
の
行
政
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
。

●
庄
原
地
域

と
き　

１
月
15
日
㈭
13
時
～
16
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

●
東
城
地
域　

と
き　

１
月
15
日
㈭

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

東
城
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
２
１

●
高
野
地
域　

と
き　

２
月
10
日
㈫

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

高
野
支
所

問
い
合
わ
せ

高
野
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

●
総
領
地
域　

と
き　

２
月
４
日
㈬
９
時
～
11
時

と
こ
ろ　

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

総
領
支
所
市
民
生
活
室

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

庄
原
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

　

広
島
弁
護
士
会
三
次
地
区
会
の

弁
護
士
が
、
市
内
で
無
料
法
律
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
時
間

は
１
人
（
１
件
）
30
分
で
す
。
利

用
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

１
月
・
２
月
の
相
談
日

●
口
和
地
域　

と
き　

１
月
27
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

口
和
保
健
セ
ン
タ
ー

●
高
野
地
域　

と
き　

２
月
10
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

高
野
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

●
比
和
地
域

と
き　

２
月
24
日
㈫
13
時
～
16
時

と
こ
ろ　

比
和
支
所

予
約
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
室

庄
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務

な
ど
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を

受
け
、
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
）

９
時
～
16
時（
12
時
～
13
時
休
み
）

と
こ
ろ

市
役
所
１
階
市
民
生
活
課
内

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
８
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お 知 ら せnformation

募
　
　
集

催
　
　
し

応
募
方
法　

庄
原
市
観
光
協
会
ま

た
は
市
役
所
商
工
観
光
課
に
設
置

す
る
「
庄
原
市
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
掲
載
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
左
記
申
し
込
み
先

ま
で
持
参
す
る
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
後
、
詳
細
情
報
記
入

様
式
を
お
渡
し
し
ま
す
。
併
せ
て

画
像
（
施
設
外
観
・
内
観
・
料
理

な
ど
）の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

画
像
デ
ー
タ
は
メ
ー
ル
で
送
付
す

る
か
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
な
ど
に

入
れ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
限

２
月
６
日
（
金
）
ま
で

申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
２

メ
ー
ル
：kanko@

shobara.net

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、平
成
27
年
度

４
月
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放

送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
、通
信
制
の
大
学
で

す
。働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

盛
り
だ
く
さ
ん
。

　

雪
合
戦
、
雪
遊
び
、
グ
ル
メ
な

ど
お
楽
し
み
満
載
の
白
銀
の
世
界

へ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

１
月
31
日
㈯
・
２
月
１
日
㈰

競
技
開
始

１
日
目　

12
時
45
分
～

２
日
目　

９
時
45
分
～

と
こ
ろ　

高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

問
い
合
わ
せ　

大
会
事
務
局
（
高

野
支
所
産
業
建
設
室
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

庄
原
市
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

掲
載
店
舗
募
集

　

庄
原
市
観
光
協
会
で
は
、
観
光

客
に
と
っ
て
必
要
な
「
観
る
・
遊

ぶ
・
食
べ
る
・
泊
ま
る
・
買
う
」

の
情
報
を
整
理
し
、
情
報
発
信
力

の
強
化
と
本
市
観
光
へ
の
イ
メ
ー

ジ
向
上
、
観
光
誘
客
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
「
観

光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
（
３
月
下
旬
予
定
）
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
を
よ
り
充
実
し
た
も

の
に
す
る
た
め
「
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
掲
載
を
希
望
す
る
施
設
な

ど
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象
施
設　

市
内
に
所
在
す
る
施

設
（
例
：
飲
食
、
物
販
、
宿
泊
、

温
泉
、
レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
）

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
く
ち
わ

　

か
ま
く
ら
作
り
、雪
だ
る
ま
作

り
、も
ち
つ
き
、そ
り
ジ
ャ
ン
プ
大

会
、雪
を
か
き
分
け
て
の
お
宝
探

し
「
雪
中
宝
探
し
大
会
」な
ど
、雪

と
遊
ぶ
メ
ニ
ュ
ー
が
い
っ
ぱ
い
。

思
い
っ
き
り
雪
を
楽
し
も
う
！

と
き　

１
月
25
日
㈰

と
こ
ろ　

元
金
尾
原
ス
キ
ー
場

問
い
合
わ
せ　

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
タ

in
く
ち
わ
実
行
委
員
会　

☎
０
８
２
４
‐
89
‐
２
３
２
５

雪
合
戦
ひ
ろ
し
ま
in
高
野

雪
合
戦
＆
雪
遊
び
＆
グ
ル
メ
を
楽

し
も
う
！

　

西
日
本
最
大
規
模
の
「
ス
ポ
ー

ツ
雪
合
戦
」。
日
本
雪
合
戦
連
盟

の
公
式
ル
ー
ル
に
則
り
、
１
チ
ー

ム
７
人
の
選
手
が
、
コ
ー
ト
内
の

シ
ェ
ル
タ
ー
に
身
を
隠
し
な
が
ら

相
手
の
選
手
め
が
け
て
雪
球
を
投

げ
る
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ

ま
す
。
選
手
だ
け
で
な
く
観
戦
し

て
も
楽
し
め
る
大
会
で
す
。

　

２
日
目
に
は
、
今
回
で
５
回
目

と
な
る
、
お
い
し
い
漬
物
と
あ
た

た
か
い
鍋
の
グ
ラ
ン
プ
リ
を
開
催

す
る
ほ
か
、
雪
中
宝
探
し
や
雪
上

綱
引
き
な
ど
雪
遊
び
イ
ベ
ン
ト
が

境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
が

行
う
無
料
の
境
界
ト
ラ
ブ
ル
面
談

で
す
。
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と
き　

毎
週
水
曜
日

（
祝
日
・
夏
季
・
年
末
年
始
は
除
く
）

①
13
時
30
分
～
②
15
時
30
分
～

と
こ
ろ　

広
島
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
広
島
市
東
区
二
葉
の
里
一
丁
目

２
番
44
号
）

問
い
合
わ
せ　

境
界
問
題
相
談
セ

ン
タ
ー
ひ
ろ
し
ま

☎
０
８
２
‐
５
０
６
‐
１
１
７
１

　

出
願
期
間
は
３
月
20
日
㈮
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島

学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ

さ
い
。放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術　

専
門
校
４
月
入
校
生
募
集

　

平
成
27
年
４
月
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
訓
練
科
な
ど
（
期
間
・
条
件
）

・
自
動
車
整
備
科
（
２
年
・
高
卒

18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

・
溶
接
加
工
科（
１
年
・
45
歳
以
下
）

・
建
築
科
（
１
年
・
45
歳
以
下
）

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
カ
月
・

年
齢
制
限
な
し
）

応
募
受
け
付
け
期
間

２
月
12
日
㈭
ま
で

※
選
考
日
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
典　

雇
用
保
険
受
給
者
で
公
共

職
業
安
定
所
の
指
示
に
よ
っ
て
入

校
し
た
人
に
は
、
訓
練
終
了
日
ま

で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ

か
、
諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18歳以上27歳未満の男子 随時 ２月22日㈰または23日㈪

　募集期間：２月２日（月）～2０日（金）
名　称 枠数 規　格 広　告 配布数量など 備　考

ホームページバナー
（市ホームページのトップ
ページへのバナー広告）

５枠

縦50 ×横150
（ピクセル）
※形式：GIF、JPEG、
　テキストのいずれか
　（アニメーション可）
※容量：５㌔バイト以下

5,000円/月
トップページ
アクセス数
約5万件/月

■掲載は月単位・最長12カ月まで
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

共通封筒
（市の全ての部署が
市民のほか、国・県・
その他行政機関な
どへ送付する文書
などに使用する封
筒裏面への広告）

長形
３号 １枠

縦60×横100
（mm）

70,000円以上
上記金額を最低価格として
申し込み額の最も高い額を
提示した事業者へ決定

7万枚
■広告掲載期間は平成 27 年度中
　（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
　（濃淡のある原稿や写真入りの原
　　稿は不可）
■応募多数の場合は市内事業者を
　優先し申し込み額の高い順

角形
２号 ２枠

35,000円以上
上記金額を最低価格として
申し込み額の高い順に２枠
を決定

3万5千枚

広報紙
（平成27年４月号～平成28
年３月号へ掲載する広告）

※
各
月
で
枠
数
変
動
有

①縦45×横173
（mm）

１色 カラー

毎月
約1万6千世帯

■掲載期間は月単位とし、連続３
カ月以上１割、７カ月以上で２割
の広告料を割引
■募集期間終了後も随時受け付け

（掲載は申請の翌々月）
■カラー広告は裏表紙のみ
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

25,000円 50,000円

②縦45×横85
（mm） 15,000円 30,000円

納税通知用封筒
（平成27 年度に使用する
納税通知書などの通知用
封筒裏面への広告)

２枠 縦65×横85
（mm）

１枠100,000円以上
上記金額を最低価格として
申し込み額の高い順に２枠
を決定

10万枚

■広告期間は平成 27 年度中
（ただし、封筒の在庫限り）
■広告の印刷は単色
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し申し込み額の高い順

母子手帳
（母子手帳交付時の袋へ同
封する広告）

４枠 Ａ４用紙１枚
（両面印刷可） 5,000円/年 約300人

■配布期間は平成 27 年度中
■応募多数の場合は市内事業者を
優先し先着順

　※市税を滞納している方の広告は掲載できません。
　※その他、市営バスや公用車など随時広告を募集しています。
　　詳細は市ホームページ（http://www.city.shobara.hiroshima.jp/）をご覧ください。

問い合わせ
　財政課理財係
　☎ 0824-73-1202

平成27年度広告主を募集します

●自衛官候補生とは？
　採用後「自衛官候補生」（特別職国家公務員）に任命され、
自衛官となるために必要な基礎的教育訓練に専念する新し
い採用制度です。自衛官候補生として所要の教育を経て 3
カ月後に２等陸・海・空士（任期制自衛官）に任官します。
　任期制自衛官とは、陸上自衛官は１年９カ月（一部技術
系は 2年 9 カ月）、海上・航空自衛官は２年９カ月を１任
期（２任期目以降は各２年）として勤務する隊員のことで

す。教育訓練を受け
た後に各部隊・基地
などに配属されま
す。約６カ月後、１
等陸・海・空士に昇
任し、さらに１年後、
陸・海・空士長に昇
任します。

―採用されると次のような待遇があります―

●充実した手当と休日　
　年２回の期末手当などの各種手当があります。
また、休日は週休２日制、祝日のほか、各種休暇
が取得できます。
●任期後の豊富な選択肢
　任期終了後は、任官中に取得できる資格を武器に
さまざまな民間企業へと転職することも可能です。
　また、選抜試験により、自衛官として引き続き
勤務する道も開かれています。

※自衛官について、もっと知りたい方、試験の詳
細は自衛隊広島地方協力本部ホームページまた
は、三次地域事務所（☎ 0824-62-0350）にお問い
合わせください。

自衛官を募集します

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話ください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金９時～ 17 時（年末年始・祝日除く ]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

  　広報しょうばら｜２０１５．１月号｜ 2425｜２０１５．１月号｜広報しょうばら



お 知 ら せnformation

そ  

の  

他

用
資
産
で
す
。
こ
の
償
却
資
産
も

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、

１
月
１
日
現
在
所
有
し
て
い
る
償

却
資
産
の
内
容
（
取
得
年
月
、
取

得
価
額
、
耐
用
年
数
な
ど
）
を
、

毎
年
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
資
産
に
変
更
が
な
い
場
合
や

廃
業
し
た
場
合
も
申
告
が
必
要
で

す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
告
期
間　

１
月
５
日
㈪
～
２
月
２
日
㈪

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

農
耕
用
車
両
の　
　
　
　
　
　

　
　

登
録
は
お
済
み
で
す
か

　

乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
用
車
両

は
、
道
路
運
行
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
庄
原
市
へ
の
登
録
が
必
要
で
、

軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
車
両
を
所
有
し
て

い
る
方
で
登
録
し
て
い
な
い
場
合

は
、
本
庁
税
務
課
・
各
支
所
市
民

生
活
室
で
登
録
手
続
き
を
行
い
、

標
識
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象
車
両 

ト
ラ
ク
タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
田
植

機
・
動
力
運
搬
機（
ト
ッ
プ
カ
ー
）・

農
業
用
薬
剤
散
布
車
な
ど

※
農
耕
作
業
を
行
う
能
力
と
乗
用

者
を
、
平
成
26
年
８
月
１
日
～
平

成
27
年
１
月
31
日
の
間
、
在
宅
で

介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
現
に
居

住
し
て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
人

◆
支
給
額

　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数
に
応
じ

て
、
月
額
５
千
円
。（
医
療
機
関
、

介
護
保
険
施
設
な
ど
に
月
の
初
日

か
ら
終
わ
り
ま
で
入
院
、
入
所
し

て
い
た
月
は
除
く
）

◆
申
請
期
間

２
月
２
日
㈪
～
23
日
㈪

◆
支
給
の
時
期

　

３
月
下
旬
に
指
定
の
口
座
へ
振

り
込
み
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
特
別
慰
労
金

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
申

請
書
の
提
出
年
度
の
市
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
で
、
か
つ
次
の
要
件

す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族

な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

○
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

の
要
件
に
加
え
て
、
原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
で
、申
請
書
の
提
出
年
度

　

高
速
道
路
沿
線
で
竹
林
や
森
林

を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
事
故
の

危
険
が
無
い
よ
う
に
木
々
の
伐
採

な
ど
の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
道
路
上
に
竹
木
な
ど
が

倒
れ
込
む
可
能
性
が
あ
る
場
合

や
、
実
際
に
倒
れ
込
ん
だ
場
合
に

は
、
安
全
確
保
の
た
め
西
日
本
高

速
道
路
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ(

ネ
ク
ス

コ)

西
日
本
）
で
伐
採
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
速
道
路
の
安
全
確
保
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

西
日
本
高
速
道
路

株
式
会
社
三
次
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
３
５

※
平
日
８
時
50
分
～
17
時
20
分

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
し
て
い
る
方

は「
蜜
蜂
飼
育
届
」の
提
出
を
！

　

養
蜂
振
興
法
の
定
め
に
よ
り
、

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
そ
の

年
の
飼
育
計
画
な
ど
を
記
入
し
た

「
蜜
蜂
飼
育
届
」
を
、
毎
年
１
月

末
ま
で
に
県
に
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
趣
味
で
飼
育
す
る
場

合
も
提
出
が
必
要
で
す
。（
手
数

料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）

　

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交

配
用
に
飼
育
す
る
場
合
な
ど
、
届

出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
、県
庁
畜
産
課
（
☎

０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
６
０
４
）

ま
た
は
北
部
畜
産
事
務
所
（
☎
０

８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　
　

　
　
　
　
　
　

支
援
し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
、在
宅
で
介

護
し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
高
齢

装
置
を
兼
ね
備
え
た
も
の

登
録
手
続
き
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
販
売
証
明
書

※
販
売
証
明
書
が
な
い
場
合
は
、

車
台
番
号
、
車
名
、
型
式
な
ど
の

分
か
る
書
類

税
額

年
額
２
千
円（
平
成
27
年
度
か
ら
）

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

四
島（
し
ま
）返
還　

ひ
と
り
の

力
が　

大
き
な
力
に　

　

政
府
は
、毎
年
２
月
７
日
を「
北

方
領
土
の
日
」
と
定
め
、
国
を
挙

げ
て
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
力
を
結
集
し
、
み

ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
、
北
方
領

土
の
早
期
返
還
を
実
現
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
広
島
県

民
会
議
（
広
島
県
環
境
県
民
局
県

民
活
動
課
内
）

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
２
７
２
１

中
国
自
動
車
道
沿
線
の
支
障　

竹
木
な
ど
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

冬
季
の
高
速
道
路
で
は
、
降
雪
・

強
風
な
ど
に
よ
っ
て
沿
線
か
ら
高

速
道
路
内
に
竹
や
樹
木
が
倒
れ
込

み
、
走
行
中
の
車
に
衝
突
す
る
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人

◆
支
給
額

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ
き
、
年
額

10
万
円
。

◆
申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

随
時
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
か
っ
た
期
間
が
１
年
に
達
し
た

日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に
申

請
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
慰
労
金
支
給
申
請
書
（
居
宅
介

護
支
援
事
業
者
な
ど
の
確
認
印
が

必
要
）
②
口
座
振
替
依
頼
書
（
す

で
に
提
出
し
て
い
る
方
は
不
要
）

③
印
鑑

※
①
、
②
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係
、
各
支
所
市
民
生
活
室
、

市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に

あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

各
支
所
市
民
生
活
室
保
健
福
祉
係

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の　

申
告
を

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
工
場
や
商
店
、
酪
農
・
畜
産
・
農

業
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
方
、
駐

車
場
や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
付
け
て

い
る
方
、
売
電
の
た
め
の
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
し
た
方
な
ど

が
、
事
業
の
た
め
に
用
い
る
構
築

物
・
機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
事
業

家
畜
を
所
有
し
て
い
る
人
は

飼
育
状
況
を
県
へ
報
告
し
て

く
だ
さ
い

　

畜
産
業
に
限
ら
ず
家
畜
を
所
有

し
て
い
る
方
は
、
２
月
１
日
時
点

で
飼
育
し
て
い
る
家
畜
の
頭
羽

数
、
衛
生
管
理
状
況
を
広
島
県
に

報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

報
告
の
対
象
と
な
る
家
畜
は
、

牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・
羊
・
山
羊
・

豚
・
い
の
し
し
・
鶏
・
そ
の
他
家

き
ん
類
で
す
。

　

飼
養
者
へ
は
広
島
県
北
部
畜
産

事
務
所
か
ら
調
査
表
な
ど
が
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
ご
回

答
く
だ
さ
い
。
牛
・
水
牛
・
鹿
・
馬
・

羊
・
山
羊
・
豚
・
い
の
し
し
は
４

月
15
日
ま
で
に
、
鶏
、
そ
の
他
家

き
ん
は
６
月
15
日
ま
で
に
報
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
広
島
県
北
部
畜
産
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
対
象
の
家
畜
を
飼
い
始

め
た
場
合
は
、
市
農
業
振
興
課
ま

た
は
各
支
所
産
業
振
興
室
・
産
業

建
設
室
へ
報
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係　

平
成
26
年
中
の
火
災
発
生
状
況

（
12
月
15
日
現
在
）

　　

平
成
26
年
中
に
庄
原
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
、28
件（
前
年
比
８
件
減
）で

す
。火
災
種
別
ご
と
に
み
る
と
、建
物
火

災
は
15
件（
同
７
件
増
）、林
野
火
災
は
、

８
件（
同
４
件
減
）、車
両
火
災
は
０
件

（
同
２
件
減
）、そ
の
他
火
災
は
５
件（
同

９
件
減
）、火
災
に
よ
る
死
者
は
２
人（
昨

年
同
数
）、負
傷
者
は

３
人（
同
１
人
減
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
は
年
明

け
か
ら
春
に
か
け
て

建
物
火
災
が
続
き
、

市
内
に
火
災
多
発

警
報
を
発
令
し
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。冬
期
は
暖
房

器
具
の
使
用
や
空
気

乾
燥
な
ど
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
い
で

す
。

　

一
人
一
人
の
心
が

け
で
火
災
の
な
い
ま

ち
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

危
機
管
理
課　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

飲
酒
運
転
の

根
絶
！

　

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
「
飲
酒
運

転
を
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
」

こ
と
を
徹
底
し
、
飲
酒
運
転
を
根

絶
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
酒
を
飲
む
と
き
に
は
、ハ
ン
ド

ル
キ
ー
パ
ー（
お
酒
を
飲
ま
ず
仲
間

を
送
り
届
け
る
人
）を
確
保
し
て
、

絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

危
機
管
理
課

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

ハンドルキーパー
運動に

ご協力ください

12月１日～15日までの火災発生状況
発生日 場所 火災種別

12月７日 永末町 建物火災
12月12日 市町 建物火災

  　広報しょうばら｜２０１５．１月号｜ 2627｜２０１５．１月号｜広報しょうばら
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全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出
場
者
、全

国･

県
レ
ベ
ル
の
大
会
、市
が
共

催
す
る
各
種
大
会
な
ど
の
上
位
入

賞
者
を
掲
載
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

県
大
会

広
島
県
民
体
育
大
会
空
手
道
競

技（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
）

（
11
月
24
日
／
広
島
市
）

組
手
競
技（
個
人
戦
）

●
小
学
生
３
・
４
年
生
女
子
の
部

第
１
位

新
井　
　

椿（
庄
原
小
４
年
）

全
国
小
学
生
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
選

手
権
大
会
広
島
県
予
選
大
会

（
11
月
30
日
／
広
島
市
）

優
勝　

庄
原
東
小
学
校
６
年
桜
ヶ

丘E
A

S
T広

島
県
高
等
学
校
将
棋
大
会

（
11
月
16
日
／
広
島
市
）

準
優
勝

上
田　

悠
平（
庄
原
格
致
高
２
年
）

そ
の
他

中
学
生『
税
に
つ
い
て
の
作

文
』

日
本
税
理
士
会
連
合
会
会
長
賞
　

伊
藤
の
ぞ
み（
高
野
中
２
年
）

庄
原
市
人
権
作
品

●
標
語
の
部

最
優
秀
賞

今
岡
由
起
乃（
東
城
中
２
年
）

優
秀
賞

高
市　
　

郁（
川
北
小
１
年
）

石
出　

心
羽（
東
小
１
年
）

藤
原　

莉
結（
小
奴
可
小
２
年
）

佐
々
木
智
也（
高
野
小
２
年
）

室
田　

遼
弥（
東
小
３
年
）

加
渡　

義
弘（
板
橋
小
３
年
）

松
本　

翔
吾（
庄
原
小
４
年
）

桑
原　

葵
生（
板
橋
小
４
年
）

藤
原
穂
乃
加（
庄
原
小
５
年
）

谷
崎　

将
貴（
庄
原
小
５
年
）

松
村　

紗
帆（
東
城
小
６
年
）

阿
保　

鈴
夏（
山
内
小
６
年
）

掛　
　

成
美（
口
和
中
１
年
）

青
山　

涼
蘭（
東
城
中
１
年
）

岩
本　
　

和（
東
城
中
２
年
）

森　
　

誉
仁（
東
城
中
２
年
）

田
中　
　

静（
庄
原
小
３
年
）

大
田　

真
冬（
西
城
中
３
年
）

●
詩
・
作
文
の
部

最
優
秀
賞

門
主　

律
己（
高
野
小
３
年
）

優
秀
賞

若
林　

華
穂（
庄
原
小
５
年
）

森
多
む
つ
み（
比
和
中
３
年
）

長
谷
川
真
優（
比
和
中
２
年
）

●
絵
画
・
詩
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
写
真

な
ど
の
部

最
優
秀
賞

松
園　

未
桜（
庄
原
小
３
年
）

優
秀
賞

豊
原　

千
鶴（
庄
原
小
４
年
）

庄
原
絵
手
紙
大
賞

●
子
ど
も
の
部

大
賞

伊
藤　

勇
人（
十
日
市
小
１
年
・
西

城
創
造
の
村
）

優
秀
賞

い
の
う
え
ひ
な（
東
城
保
育
所
）　

杠　

蓮
太
朗（
比
和
小
２
年
）

石
川
ゆ
づ
き（
高
小
４
年
）

奨
励
賞

山
坂　

哩
槻（
庄
原
保
育
所
）

二
上
あ
や
か（
高
小
１
年
）

主
田　

志
乃（
西
城
小
２
年
）

輪
手　
　

望（
高
小
２
年
）

掛
田　

芹
果（
庄
原
小
３
年
）

二
上　

桃
香（
高
小
４
年
）

佐
藤　
　

瞭（
西
城
小
４
年
）

三
浦　

理
沙（
高
小
５
年
）

福
本　

拓
己（
美
古
登
小
６
年
）

永
井　

斗
麻（
美
古
登
小
６
年
）

●
一
般
の
部

大
賞

一
橋　

富
貴（
西
城
町
）

優
秀
賞

八
谷　

和
子（
掛
田
町
）

五
島　

直
美（
西
城
町
）

永
迫
加
代
子（
七
塚
町
）

奨
励
賞

津
秋　

利
子（
比
和
町
）

児
玉　

智
久（
東
城
町
）

常
數　

和
枝（
新
庄
町
）

前
藤　

房
子（
本
村
町
）

村
上　

静
子（
東
城
町
）

地
子
給
貴
美
子（
東
城
町
）

藤
野
千
恵
子（
川
手
町
）

丸
田
か
お
る（
本
村
町
）

毛
利
美
穂
子（
比
和
町
）

井
上　

澄
子（
東
城
町
）

●
第
10
回
記
念
特
別
賞

井
ノ
本
幸
子（
高
野
町
）

宮
永　

里
美（
本
村
町
）

山
坂　

仁
人（
庄
原
小
１
年
）

上
村
め
ぐ
実（
庄
原
小
３
年
）

森
田　
　

旭（
西
城
小
３
年
）

庄
原
市
文
芸
大
会

●
庄
原
市
長
賞

今
井
ク
マ
ヨ（
短
歌
）

山
﨑　

靖
子（
俳
句
）

林　
　

武
志（
川
柳
）

東　
　

豊
子（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
議
会
議
長
賞

荒
木　

純
子（
短
歌
）

新
宅　

涼
枝（
俳
句
）

中
原　

幹
枝（
川
柳
）

田
中　

虎
市（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
教
育
長
賞

横
山　

葵
咲（
小
四
）（
短
歌
）

八
谷　

和
子（
俳
句
）

山
地　

孝
子（
川
柳
）

坂
村　

廣
嗣（
現
代
詩
）

●
庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

竹
岡　

一
枝（
短
歌
）

横
山　

悦
生（
俳
句
）

平
尾
美
千
代（
川
柳
）

黒
長　
　

澳（
現
代
詩
）

●
備
北
文
芸
の
会
賞

藤
元
キ
ク
ノ（
短
歌
）

池
上
恵
美
子（
俳
句
）

田
辺
ま
さ
る（
川
柳
）

坂
村　

初
子（
現
代
詩
）

●
庄
原
市
文
化
協
会
会
長
賞

岡
本　

義
雄（
短
歌
）

中
川　
　

清（
俳
句
）

戸
澤　

十
六（
川
柳
）

三
宅
千
代
子（
現
代
詩
）

●
中
国
新
聞
社
賞

家
島　

晶
子（
短
歌
）

福
島　

幸
子（
短
歌
）

吉
岡
あ
さ
え（
俳
句
）

森
岡　

徹
之（
俳
句
）

荒
木
美
智
子（
川
柳
）

安
藤　

幸
江（
川
柳
）

葉
山　
　

恵（
現
代
詩
）

ふ
く
ば
ま
つ
こ（
現
代
詩
）

※
該
当
す
る
方
の
情
報
は
、
情
報

政
策
課
広
報
広
聴
係
（
☎
０
８
２

４
‐
73
‐
１
１
５
９
）
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
の
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

冬
咲
き
ぼ
た
ん
展

　

公
園
の
冬
の
風
物
詩
「
冬
咲
き

ぼ
た
ん
展
」
を
１
月
17
日
㈯
～
２

月
22
日
㈰
の
間
で
開
催
し
ま
す
。

冬
に
咲
く
よ
う
に
特
別
に
育
て
た

ボ
タ
ン
の
鉢
植
え
を
展
示
し
、
冬

景
色
に
咲
き
広
が
る
華
や
か
な
彩

り
が
楽
し
め
ま
す
。

　

こ
の
ぼ
た
ん
は
、
通
常
４
月
～
５

月
に
咲
く
ボ
タ
ン
を
低
温
庫
へ
入

れ
て
開
花
時
期
を
調
整
し
、
冬
季

に
開
花
す
る
よ
う
に
育
成
さ
れ
た

も
の
で
、
島
根
県
松
江
市
八
束
町

の
大
根
島
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

展
示
に
際
し
、
鉢
植
え
に
わ
ら

の
冬
囲
い
“
コ
モ
”
を
か
ぶ
せ
、
風

情
の
あ
る

情
景
を
つ

く
り
だ
し

ま
す
。
雪

を
ま
と
っ

た
様
子
は

一
段
と
風

情
が
あ
り

ま
す
。

○
ぼ
た
ん
に
つ
い
て

　

昔
か
ら
、
美
人
の
形
容
に
「
立

て
ば
芍
薬
（
し
ゃ
く
や
く
）、
座
れ

ば
牡
丹
（
ぼ
た
ん
）、
歩
く
姿
は
百

合
（
ゆ
り
）
の
花
」
と
あ
る
よ
う
に
、

色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ
る
ボ
タ

ン
。

　

原
産
地
の
中
国
か
ら
奈
良
時
代

に
薬
用
植
物
と
し
て
日
本
に
持
ち

込
ま
れ
、
の
ち
に
観
賞
用
と
し
て

栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
に
至
る
ま
で
品
種
改
良
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

変
化
に
富
ん
だ
豪
華
な
花
を
咲

か
せ
る
こ
と
か
ら
、
富
貴
・
繁
栄
を

表
す
縁
起
の
良
い
「
富
貴
花
」・「
百

花
の
王
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

と
き　

１
月
17
日
㈯
～
２
月
22
日
㈰

※
月
曜
日
休
園

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
さ
と
や
ま
屋
敷

イ
ベ
ン
ト

●
屋
内
花
装
飾

　

寒
い
こ
の
時
期
に
温
か
い
部
屋

の
中
で
花
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。

と
き　

１
月
17
日
㈯
～
２
月
22
日
㈰

※
月
曜
休
園
日

と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

国
兼
２
Ｆ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

●
フ
ラ
ワ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
き　

１
月
10
日
㈯
、
11
日
㈰
、

12
日
（
月
・
祝
）
17
時
～　

先
着
10
人

と
こ
ろ　

中
の
広
場
特
設
テ
ン
ト

●
と
ん
ど
焼
き

　

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
、
園
内

を
装
飾
し
て
い
た
正
月
飾
り
を
豪

快
に
焚
き
上
げ
ま
す
。

と
き　

１
月
11
日
㈰
12
時
点
火

と
こ
ろ　

つ
ど
い
の
里
ス
ポ
ー
ツ
広
場

●
正
月
遊
具
で
遊
ぼ
う

　

羽
子
板
、
す
ご
ろ
く
、
か
る
た
、

和
凧
な
ど
、
昔
懐
か
し
い
遊
具
で

遊
べ
ま
す
。

と
き　

２
月
１
日
㈰
ま
で

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
さ
と
や
ま
屋
敷

●
豆
餅
つ
き

　

煎
っ
た
黒
豆
の
香
ば
し
い
風
味

が
最
高
で
す
。
ぜ
ひ
お
召
し
上
が

り
く
だ
さ
い
。

※
先
着
１
０
０
人
の
方
に
お
餅
の

振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

１
月
25
日
㈰
・２
月
１
日
㈰

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里
さ
と
や
ま
屋
敷

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
公
園
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「冬咲きぼたん展」

「ウインターイルミネーション」
　１月17日（土）～2月22日（日）開催

　１月12日（月・祝）まで開催！

国営備北丘陵公園だより

  　広報しょうばら｜２０１５．１月号｜ 2829｜２０１５．１月号｜広報しょうばら
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※飼い犬・猫の引き取り（有料）を希望する方は、必ず事前に広島県動物
愛護センター(☎0848-86-6511)に連絡し、承諾を得てください。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

時悠館　   ☎ 08477-6-0161

開館 ： ９時～ 17 時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

●東城地域

１月・２月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
　新年明けまして、おめでとうございます。
　2015 年最初の表紙は、目標を高く持ち、しっかり
前を見据えた緒方孝市新監督で飾らせていただきまし
た。間近で拝見した緒方監督は終始爽やかな男前でし
た。2015 年キャッチフレーズの「常昇魂」のごとく、
監督も選手の皆さんも魂あふれるプレーで、私たちを
熱くさせてくれることでしょう。ぜひ、私たちも庄原市
カープ応援隊の一員として声援を届けましょう。
　さて、本年度第２弾の「写真はがき（冬春編）」付
きでお届けしました。第１弾同様ぜひご利用ください。
本年も広報しょうばらをよろしくお願いします。

１月・２月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○かずら教室～フラワーＢＯＸ～
　とき　１月23日㈮ 13時～15時30分
　参加費　2,700円　定員　10人
○草木染め教室～のれんを染めよう～
　とき　１月26日㈪　朝の部 ９時～12時
　　　　　　　　　　昼の部 13時30分～15時30分
　参加費　4,900円　定員　各12人
▶展示・その他
○手仕事・里山の干支展　
　とき　２月１日㈰まで　※最終日は正午まで
【営業時間の変更】
閉館時間：17時　※３月末日まで
（朝どり市は通常通り16時）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。

庄原子ども美術館絵画教室作品展
とき　２月８日(日)～９日(月)10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎0824-73-1155

　献血を次のとおり実施します。400ml 献血限定で
すので、皆さんのご協力をお願いします。

実施日 会　場 受付時間

1月30日（金） 市役所本庁舎 10時～11時30分
12時30分～15時

1月11日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
12日（月）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
18日（日）細川医院 ☎08477-2-0054
25日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

2月  1日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
8日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

☎ 0824-75-4411

犬 ・ 猫の引き取り　  

問環境政策課 ☎ 0824-72-1398

人の動き　  

平成26年11月末現在

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

　１月・２月の犬・猫の引き取りは、次の日程で実施します。手続
きには認印が必要ですので、持参してください。

庄原市食育ポスターコンクールを開催しました
市は、毎年市内の小学生を対象に食育に関する絵画を募集し、ジョ
イフルや市役所市民ホールなどで展示を行っています。
本年度はポスターとして募集し、標語と一緒に描いてもらいました。
夏休み期間中の募集ということもあり、おじいちゃんやおばあちゃ
んと畑に行って野菜を笑顔で採っているところを絵にしてくれた児
童がたくさんいました。また、家族で一緒に食事をしているところな
ど、うれしい気持ちをとても上手に描いてくれていました。

ポスターを描くことを通して、家
庭・地域・学校での食を身近に感
じ、自分の身の回りの食について、
家族と一緒に考えるきっかけにな
ればと思います。
【本年度入賞者】応募総数319点

[住民基本台帳登載人口]

人口　３８，２９５人（前年比－６２０人）　
男　　１８，１３１人（前年比－２７８人）　
女　　２０，１６４人（前年比－３４２人）　
世帯数　１５，９４０世帯（前年比－１７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３１６人（前年比＋４６人）

と　き　１月 26 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　ジョージ・浜バンド
　　　　　サックス／縄稚雅治　キーボード／中井節夫
　　　　　ギター／谷口邦彦　　エレキベース／岡崎聡
　　　　　ドラム／小田佳大　　パーカッション／田村一哲
曲　目　レット・イット・ゴー～ありのままで～
　　　　津軽海峡冬景色、ベサメ・ムーチョ　ほか

▶ジョージ・浜バンド…庄原市に在住する元プロ演奏
家、元音楽講師などによるサックスを中心とした６人編
成のコンボバンド。主に県北を中心に各種イベントやコ
ンサートで、童謡からポピュラー音楽、ジャズ、懐メロ
まで幅広く演奏活動を実施。今回はパーカッションを加
えて、ラテンの名曲を中心に楽しい楽曲を演奏する。

引き取り日 時間 場所

庄原
地域

毎月第２・４水曜日
１月１４日・２８日
２月１３日※・２５日
※11日が祝日のため振替

９：００～９：３０ 市役所車庫

東城
地域

１０：４０～１１：１０
東城支所
正面駐車場

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●税務課収納係　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは交流サロンラッキー
           ☎ 0824-72-0075 まで
と   き　２月９日（月）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.main.jp

２月

写真は、東城町の帝釈寄倉岩陰遺跡から出土した、縄文時代
早期～中期（約 4,000 ～ 7,000 年前）のヘアピン（笄）と思わ
れるものです。ヘアピンは、頭の上にひもで結んで束ねた長い
髪が、くずれないように留めるための道具です。

左側の３点は、頭部や先端が欠けていますが、現存の長さは
約 13 ～ 15㎝あります。シカの脚の骨を加工（研磨）しています。
左端は頭部の両側縁に刻目を入れており、縄文時代の古い時期
のものによく見られる装飾です。左から２つ目は形状からすると、
左のように頭部に刻目があったかもしれません。左から３つ目
は針状に細く、頭部に孔を開けています。右端はイノシシの後
脚の骨を加工したもので、先端が尖らずへら状になっています。
長くても10㎝くらいと推定され、ほかと比べると短いようです。

ヘアピンの最古の例としては、愛媛県の上黒岩岩陰遺跡から
縄文草創期（約１万２千年前）のものが出土しており、同じ地
層からは河原石に女性を線刻で表現したものも出土しています。
髪を胸あたりまで垂れ下げていますが、作業をしたり、何かあ
るときには髪を結って留めたりしていたようです。埋葬人骨を見
ると、福岡県の山鹿貝塚では女性、福島県の三貫地貝塚では男
性に見られ、男女とも使っていたようです。

縄文時代の後・晩期（約 2,500 ～ 4,000 年前）になると、ヘ
アピンも精巧なものが作られるようになり、簪（かんざし）や櫛（く
し）とともに頭髪を飾る道具となっていったようです。

縄文時代のヘアピン（笄
こうがい

）

《市長賞》
松村　紗帆（東城小６年）

《教育長賞》
田岡　千乃（東小１年）

《農業委員会長賞》
主田　周平（西城小４年）

《農業委員会女性委員特別賞》
川上　秀和（口南小１年）

《食育計画策定推進委員賞》
中市　莉音（庄原小１年）

《食育計画策定推進委員賞》
重原　ゆず（美古登小２年）

《食育計画策定推進委員賞》
竹田　心美（粟田小２年）

《議長賞》
小田　　樹（東城小５年）

  　広報しょうばら｜２０１５．１月号｜ 30 31｜２０１５．１月号｜広報しょうばら


